
日本天文学会2012年春季年会

V120a キャラバン・サブ、ブラックホ－ ル解像装置
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ブラックホール・シャドーの形状観測から強い重力場での相対論の検証ができる。我々は銀河系中心ブラック
ホ－ ルSgrA*での観測を 10年前から検討してきた。Doelemanら (2008)はその技術的妥当性を実証,さらに影の
撮像を狙う。が,長基線のみの局構成では不可能である。その良質な撮像には南半球 10局規模のVLBIが有れば
よいが, 巨額を要す。我々はまずは”影の存在”証明に特化,10億円規模の大幅なコストダウンを企てた。大型固定
鏡 (観測感度を担う)と移動小型局 (基線ベクトルを変え, 天体輝度のフーリエ成分を多様に取得)を用いた 3局, 2
千 km程度の広がりのVLBI,キャラバン subを南米アンデスに展開する。日本単独で影の存在をフリンジ解析か
ら先駆け、ALMA等と地平面撮像に挑みることができる。実は本装置には広い汎用性がある。移動局を ALMA
近隣に配置、恒星面解像を狙う ALMA-拡張の実証実験ができる。角サイズが不明確なサブミリ波領域のメーザ
に対し、基線長を変え、適切分解能のVLBI観測が可能である。大型局設置候補のボリビア・チャカルタヤ宇宙
線観測所、ペルー・IGPワンカヨ観測所、および両地点を結ぶ道路に沿っての赤外線水蒸気メータによるサイト
サーベイ結果も速報したい。なお本計画は 2011年、宇電懇、高宇連に中規模計画としての推薦・支持を得ている。


